
10

2

1

5

増減

その他

⑥－①

▲ 218

2,152

187

総　務　課

財産管理費

単独

所管課

0

29

0

0

国

事業費

財
源
内
訳

一般財源

県

市債

その他 2,307

279

 

 

補助単独の別

2,586

 

 

財産管理費

当初要求　②

前年度

①

2,339

事業名

一　般　会　計

総　務　費

総務管理費

会計

款

項

目

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長･市長査定 最終調整

現状と
背景

未利用の市有地（普通財産）等の管理及び処分に係る経費

未利用の市有地に雑草等が繁茂し、近隣住民に迷惑をかけないよう除草等を行
い管理する。また、未利用地の売却に際し、不明確な境界を確定する。

未利用地の除草作業を、職員で対応し経費削減に努めている。

事業
目的

2,586

事業
概要

1,852

 734

 

2,368

⑤(増減額)

今年度
見直し
事 項

2,307

▲ 218 61

155

▲ 126



10

2

1

5

増減

その他

⑥－①

248

24,414

総　務　課

施設維持管理費

所管課

0

7,587

0

0

国

事業費

財
源
内
訳

一般財源

県

市債

その他 7,488

24,761

 

 

補助単独の別

32,249

 

 

財産管理費

当初要求　②

前年度

①

24,662

事業名

一　般　会　計

総　務　費

総務管理費

会計

款

項

目

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長･市長査定 最終調整

現状と
背景

市役所庁舎本館、別館、第二庁舎、分庁舎及び保健相談センターの維持管理費

庁舎施設を適正に維持管理することにより、来客者に対して快適な環境でサービ
ス提供するとともに職員の健康維持及び事務執行の効率化を図る。また、庁舎施
設及び設備等の適時、適切な保守管理を行い、トータルコストの縮減に努める。

庁舎施設の冷暖房用燃料費、庁舎修繕料、光熱水費、設備保守点検料等であ
る。また法定に基づく定期点検のほか清掃、設保守点検、植栽管理のどの委託費
である。

事業
目的

32,249

事業
概要

7,488

 24,761

 

32,249

⑤(増減額)

今年度
見直し
事 項

7,488

24,761

7,240

347



10

2

1

5

増減

その他

⑥－①

38

911

地域振興課

集会所管理費

単独

所管課

0

▲ 131

0

0

国

事業費

財
源
内
訳

一般財源

県

市債

その他 38

780

 

 

補助単独の別

818

 

 

財産管理費

当初要求　②

前年度

①

949

事業名

一　般　会　計

総　務　費

総務管理費

会計

款

項

目

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長･市長査定 最終調整

現状と
背景

各地区に市が整備した集会所を適正に管理する。

集会所を適正に管理することで、住民の利便性の向上を図るとともに、老朽化の
進行を防ぐ。

集会所の多くが築３０年を経過しようとしている。
集会所の老朽化の進行を防ぎ、また高齢社会に合った利便性を確保するために
も、計画的な修繕が必要になっている。

事業
目的

818

事業
概要

38

 780

 

818

⑤(増減額)

今年度
見直し
事 項

38

780

0

▲ 131



10

2

1

5

増減

その他

⑥－①

5,843

総　務　課

公用車等維持管理費

単独

所管課

0

1,456

0

0

国

事業費

財
源
内
訳

一般財源

県

市債

その他

7,299

 

 

補助単独の別

7,299

 

 

財産管理費

当初要求　②

前年度

①

5,843

事業名

一　般　会　計

総　務　費

総務管理費

会計

款

項

目

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長･市長査定 最終調整

現状と
背景

総務課で集中管理している公用車の燃料費、修繕費、保険料、法定点検料など
の維持管理費。

本庁舎に配置の公用車の一部（２７台）を総務課で一元管理することで効率よく運
行し、経費縮減に努める。

公用車の使用申込みをパソコンで行なうことにより、効率よく運行することができ、
台数を削減をはじめ、経費縮減につながっている。

事業
目的

7,299

事業
概要

 7,299

 

7,299

⑤(増減額)

今年度
見直し
事 項

7,299

0

1,456



10

2

1

5

増減

その他

⑥－①

1,130

2,333

総　務　課

集中管理公用車更新事業

所管課

0

▲ 110

0

0

国

事業費

財
源
内
訳

一般財源

県

市債

その他

1,093

 

 

補助単独の別

3,883

 

 

財産管理費

当初要求　②

前年度

①

2,333

事業名

一　般　会　計

総　務　費

総務管理費

会計

款

項

目

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長･市長査定 最終調整

現状と
背景

集中管理公用車の更新事業

集中管理公用車を計画的に更新する。

普通車（出張用）は、７年若しくは１５万km、軽自動車は、１０年若しくは１０万kmを
目安に更新を計画している。

事業
目的

1,093

事業
概要

 3,883

 

2,223

⑤(増減額)

今年度
見直し
事 項

1,130 2,223

0

▲ 110



10

2

1

5

増減

その他

⑥－①

6,115

総　務　課

吸収式冷温水機補修事業

所管課

0

448

0

0

国

事業費

財
源
内
訳

一般財源

県

市債

その他

6,563

 

 

補助単独の別

6,563

 

 

財産管理費

当初要求　②

前年度

①

6,115

事業名

一　般　会　計

総　務　費

総務管理費

会計

款

項

目

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長･市長査定 最終調整

現状と
背景

市役所庁舎(本館、別館、第二庁舎）及び市民会館（ホール、公民館棟）の冷暖房
用冷温水発生機の補修

経年劣化等による部品交換及び改修を定期的に行い、冷温水機の延命化を図
る。

 平成３４年までのライフサイクルコスト表を作成し、計画的に部品交換及び改修を
実施。設置以来１号機は１７年、２号機は２０年が経過している。

事業
目的

6,563

事業
概要

 6,563

 

6,563

⑤(増減額)

今年度
見直し
事 項

6,563

0

448



10

2

1

5

増減

その他
平成２０年度に行なった耐震診断調査
結果に基づき、今後耐震改修を計画す
る。

⑥－①

1,281

総　務　課

庁舎施設整備事業

所管課

0

5,744

0

0

国

事業費

財
源
内
訳

一般財源

県

市債

その他

7,025

 

 

補助単独の別

7,025

 

 

財産管理費

当初要求　②

前年度

①

1,281

事業名

一　般　会　計

総　務　費

総務管理費

会計

款

項

目

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長･市長査定 最終調整

現状と
背景

市役所庁舎の建物、設備の改修
(1)本庁舎及び第二庁舎の外壁補修
(2)本庁舎１階トイレ改修及び給水管切替工事

庁舎外壁（本館、別館）に、亀裂部分の補修及び第二庁舎の雨漏りの原因となっ
ている外壁目地シーリングの改修を行なう。また、来客の多い本館１階トイレの男
女各１箇所を洋式化、併せて給水管の改修を行う。

本庁舎及び別館は、昭和３６年完成の建築物であり４７年経過しており、施設や設
備に老朽化が目立ってきている。

事業
目的

7,025

事業
概要

 7,025

 

7,025

⑤(増減額)

今年度
見直し
事 項

7,025

0

5,744



10

2

1

5

増減

その他

⑥－①

3,861

地域振興課

集会所改修事業

単独

所管課

0

5,817

0

0

国

事業費

財
源
内
訳

一般財源

県

市債

その他

9,678

 

 

補助単独の別

7,749

 

 

財産管理費

当初要求　②

前年度

①

3,861

事業名

一　般　会　計

総　務　費

総務管理費

会計

款

項

目

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長･市長査定 最終調整

現状と
背景

市が整備した集会所の中で、老朽化が著しいものを計画的に大規模改修する。
（三軒屋町会館・小篠津町会館）

老朽化が著しい集会所を計画的に大規模改修することで、施設の延命化を図る。

多くの集会所で老朽化が進行し、大規模な改修が必要となっているため、Ｈ２０～
２４年で計画的に改修を実施している。

事業
目的

9,678

事業
概要

 7,749

 

9,678

⑤(増減額)

今年度
見直し
事 項

9,678

0

5,817
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